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                                     様式３ 

論 文  内  容   要  旨  

氏     人 見  友 章    

論文題  

 

ロシ 語 ヴ ス 

―受身表現 中心 ― 

 

論文内容 要旨 

 

本論 人間 う 関係 い 世界 多く 言語 観察さ ヴ ス いう 体的 言

語現象 中 考察 い 特 ヴ ス 型的 体系 さ 受身文 焦 あ ロシ 語

受身文 本質 明 い  

本論 1970 年 ソヴ 言語学 い ヴ ス 代わ 理論 新 く導入さ た シス 概念

基礎 議論 進 い 体的 考察 手 ヴ ス シス いう 理論 先

行研究 基 整理 い 次 歴史的 観 形態範疇 受動態 起源 び受動分詞形 本来

意味 機能 概観 いく 代表的 先行研究 挙 ロシ 語 受身文 スペク 関係 論 い そ

現代ロシ 語 受身文 実際 言語資料 用い 分析 い 本論 い 導 出さ た結論 ロシ 語

受身文 意味的 観 規定 い いう あ  

論文 部 六章 構成 い  

第 部 序論 ヴ ス シス いう 理論 先行研究 全面的 依拠 考察 行 い

さ 研究 目的 方法 び論文 構成 述べ い  

第 1 章 ヴ ス 基本的 考え方 普遍的 概念 さ シス いう新 い理論 先行研究 基

整理 い そ ヴ ス 定義 難 さ 能動態 受動態 対立 普遍的 実 い

いう 主張 た た シス 関 考察 い 受身文 普遍的 特徴 能動文 特有 主

体 主語 対応関係 壊さ 主体 主語 位置 占 い う 文 あ た そ うえ 伝統的 不定

人称文 呼 い 構文 フ フスキ 定義 従え 受身文 分類さ いう 述べ

た  

第 2 章 研究 目的 方法 び論文 構成 述べ い  

第 部 ロシ 語 受身表現 ヴ ス 型的 体系 さ 受身文 焦 あ ロシ 語 いう

体的 言語 中 考察 行 い  

第 3 章 歴史的 観 受動態 起源 い そ 受動態 起源 中動態 あ 受

動分詞形 元々 状態指標 出発 た あ ヴ ス 無関係 指標 あ た いう

述べた そ ヴ ス いう概念 単 能動態 受動態 対立 捉え く 能動態 中動態

受動態 いう連 線 理解さ べ あ いう 主張 た  

第 4 章 ロシ 語 受身文 関 先行研究 概観 い 先行研究 受身文 スペク

相関性 中心 論 た そ 分詞形受動文 フ ク 非常 強い相関性 現

代ロシ 語 分詞形受動文 受動分詞形 起源 あ 状態指標 引 い い 再帰形受動文 非限定反復

現実的持 潜在的恒常性等 様々 スペク 的意味 述べた  

第 5 章 第 6 章 現代ロシ 語 受身文 スペク 的意味 機能 現実 あ 言語資料 分析 検

証 い 体的 言語資料 あた 先行研究 指摘さ い 情報 実際 使用状況 比較

そ 一致 相違 観察 い  

第 5 章 現代ロシ 語 分詞形受動文 い 考察 い 分詞形受動文 動作主 注目 動作主

出現 頻度 分詞形受動文全体  10% ほ そ 多く 物 詞 使用さ 本来的 意味 動作

主 機能 い い いう 明 た た スペク 別 頻度 状態 フ ク 使

用 最 多く観察さ 動作 フ ク ス 少 く た 以 実 分詞形受動文 現代

ロシ 語 い 受身表現 く状態指標 示 形式 使用さ 結論 た さ 章



 

ほ 考察さ た ス 機能 分詞形受動文 機能 完了体他動詞不定人称文

差異化原理 解明 試 い そ 構文 差異 否応 無理矢理 一方的

意味 含意さ う あ いう 主張 た わち 明 傾向 完了体他動詞不定人称文

述語動詞 動作対象 詞句 強制的 位置移動 表 動詞 多く使用さ そ 否応 無理矢理

一方的 意味 含意さ 外 人 的 働 非常 強い行 あ いう 表現さ

対 ス 機能 分詞形受動文 そ う 意味 観察さ い あ  

第 6 章 現代ロシ 語 再帰形受動文 い 考察 い 再帰形受動文 動作主 注目 動作主

出現 頻度 分詞形受動文 場合 さ 少 く 表示さ た 物 詞 頻度 多く

本来的 意味 動作主 機能 い い いう 明 た た 再帰形受動文 詞 動作

主 ち純粋 受身用法 認定 全体 わ 約 3% あ た 以 実 再帰形受動文

現代ロシ 語 い 受身表現 機能 い い 結論 た  

 

 



 

様式 7 

論文審査 結果 要旨 び担当者  

氏  名  人 見  章  

論文審査担当者 

 職  氏        名 

主 査 

副 査 

副 査 

副 査 

副 査 

言語文化研究科 教授 

神戸市外国語大学 教授 

言語文化研究科 教授 

言語文化研究科 教授 

言語文化研究科 准教授 

   林田 理惠 

   岡本 崇男 

   堀川 智也 

   上原 一 

   横井 幸子 

論文審査 結果 要旨 

 

 人見 章氏 博士論文 語 身表現 中心 合格 認  

 本博士論文 身文 中心 現象 語 いう具体的 言語現象 中 考

察し あ  

 第 1章 過去 研究 系譜 特 フ フ キ 理論

依拠 こ 伝統的 定人称文 無人称文 呼 い 構文 一部 フ

フ キ 定義 従え 身文 分類さ 得 いう 主張し い  

 第 2章 研究 目的 方法 論文 構成 述べ 第 3章 こ 歴史文法書 記述

動態 起源 し 中動態 存在 動分詞形起源 し 状態指標

存在 注目 そ 事実 基 い いう概念 単 能動態 動態 対立 し

捉え く 能動態 中動態 動態 いう連 線 理解さ べ

あ 見解 述べ い  

 第 4章 語 け身文 関 先行研究 概観 踏 え 第 5章 第 6章 語分

詞形 動文 再帰形 動文 い 豊富 言語資料 基 い 詳細 考察 行わ い  

 第 5章 分詞形 動文 動作主 注目し い 分析対象 さ 642例 分詞形

動文 う 動作主 約 12% 文例 し 観察さ いこ そ 多く 事物名詞 あ

こ 明 さ 先行研究 指摘さ い 分詞形 動文 け パ フェク

機能 凌駕 事実 再確認 中 現代 語 い 分詞形 動文 中心的機能 状態

指標表示 あ 結論付け い さ 分詞形 動文 完了体他動詞 定人称文

機能的差異 分析 試 い こ 研究 こ 両構文 い そ 差異化原

理 明 単 文体的差異 いう言 さ 人見論文

外 人 的 働 け 強調 場合 定人称文 使用さ 傾向 あ こ 論

証さ い 付け加え 動文 ク ベ 結束性維持や主題交替

機能 関し 明 さ い こ 考察 語 研究 い 新 事実

論証し し 高く評価さ  

 第 6章 語再帰形 動文分析 動作主 表示 ほ 観察さ い 使用動機

し 意志性排除 いうフ ク 強く関 し い 多く 表現 し 使用

さ  い 明 さ 語 い 再帰形 動文 動 未 形

成し い い いう結論 導 い  

 各章 議論 進 方 論理 展開 ム あ 先行研究 綿密 検討 詳細 観



 

察 基 い 理論展開 手堅く 的確 い 先行研究 少 く 言語学 中

そ 解明 わけ難しい さ 問題 正面 組 大い 評価 値  

 審査委員 1 先行研究 内容 対 筆者 評価 表層的 あ そ 成果

う 本論文 中 承発展さ い 記述 具体性 求 2 古代 語

関 論考や実例 検討 く 歴史的変 分析 し 十分 あ

3 発話行 い 複数表現形式 択 いうプ 果 し 成立し い

そ 関 考察 物足 い 4 動文使用 頻度差 関 記述

必要 5 語 学習指導面 本論文 貢献 い 具体的言 欲しい い

意見 疑問 出さ こ 諸 論文そ 価値 大 く損 う

く 本博士論文 今後発展さ 課題 し 明記さ べ あ う  

 以上 こ 本審査委員会 全員一致 人見 章氏 博士論文 博士 言語文化学 学

位 え ふさわしい論文 あ 判断し  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


